
 

 

 

 

 

 

 

子どものひとり立ちを支える 

校長  吉田 睦美 
 

 １０月は１年の折り返し地点です。この頃になると様々な行事が続く中、学校では「子どものひ

とり立ち」を支えることが増えていきます。以下、元筑波大学附属小学校の田中博史先生の著書か

ら紹介します。 

 ～中略～ 

 あせらなくても子どもが次第に親から離れていく過程で甘えられない対象が子どもの周りには自然に

増えてくる。 

 例えば、友だちがそうである。いつも自分の希望を叶えてくれた親と違い、友だちはすべて願いを聞い

てくれるわけではない。学級で何か活動を行えばそこに子ども同士のぶつかりあいが必ず起こる。 

 この友だちとの衝突が実はいちばん子どもを育ててくれる場となっている。 

 子どもはそこでいろいろなことを学ぶ。 

 それぞれの場面で、そのつど考えられる最適な（自分ではそう思っている）判断を下し、行動していく。

もちろん、その判断はいつも正しいわけではない。ときには、随分自分にとって都合のいい解釈だったり

する。 

 だが、最初のうちはそれでいいのである。大切なのは自分で状況をみて判断していくという体験を繰り

返すことである。 

 自分はいいことだと思ってやったのに、他の友だちからは勝手な行動だととられることもある。せっか

くいいことだと思ってやったのに・・・と悔しい気持ちを味わうのだけれど、落ち着いてお互いの気持ち

を考えてみると、何か足りないことに気がつく。相手の立場になって考えてみることの大切さをこうした

場面で伝えることができる。この繰り返しで、どのように判断して行動することが、それぞれの場面では

大切なことなのか、を学んでいくのである。 

 自分で判断して行動すること。自分の失敗から学ぶこと。これが子どもの自立の第一歩である。                   

「わくわくいきいき学級づくり１年間」田中博史 著 より引用 

学校では「相手の立場に立って考えること」を学んでいきます。自分のことばかりではなく、相

手のことも考えられるようになるとき、ひとり立ちが始まります。学校と家庭が協力して「子ども

たちのひとり立ち」を支えてまいりましょう。今後ともご協力をよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

学校だより 2023年度 

美祢市立秋吉小学校 

ふるさとを愛し 夢に向かって チャレンジする 秋芳の子どもたちの育成 

めざす児童・生徒像 

主体的に 学び続ける（まなび） 

自ら考え、行動し、未来を拓いていく（こころ） 

自ら健康な生活を つくり出す（からだ） 

チャレンジ目標 

何度でも自分から相手に伝えよう 

だ明るいあいさつや返事で誰とでもつながろ 

自分に合っためあてをもち考えて行動しよう 

  

 
 



 

察しの悪い「大人」を演じてみては 

大人が先回りをして子どもの代わりに考えて行動してしまうと、子どもはいつまでも自立しませ

ん。自立とは、判断力を身につけていく上で、非常に重要な要因です。 

(例) 察しの良い大人 

「お母さん、明日弁当。」 

「はいはい。遠足のでしょ。この前買いに行ったおやつや敷物、お手ふきとかしおりにあったも

のはちゃんとリュックに入れておいたから、明日忘れないようにしなくちゃね。」 

この例では、母親が子どもの考えを先回りして述べ、すでに行動もしています。極端な例かもし

れませんが、子どもたちが単語で話すことに対して、その内容を察して動いていませんか。その行

為は子どもたちの思考力を高めません。それどころか、逆に思考力の成長を阻害している恐れが

あります。是非、察しの悪い大人を演じて、子どもたちの思考力や判断力の成長につなげていき

ませんか。 

(例) 察しの悪い大人 

「お母さん、シューズ。」 → 「シューズ？シューズがどうしたの？何のシューズ？」 

「いるの。サッカーの。」 → 「サッカーのシューズ？シューズってトレーニングシューズのこと？

それともスパイクのこと？」 

「スパイクだよ。」 → 「なんでいるの？」 

「試合だよ。」  → 「試合？いつあるの？」 

「明日だよ。明日サッカーの試合があってスパイクがいるんよ。どこにあるん？」 

→ 「最初からそう言って欲しいなあ。スパイクならこの間洗って玄関の棚の上に置いたでしょ。

自分の物は自分でちゃんと管理せんとね。」 

 

 

 

１日（水） 全校朝会 地域 Co来校 校内研修  

２日（木） 1・2年芋掘り １５日（水） 校内研修 

７日（火） 読み聞かせ はなまるタイム １７日（金） クラブ活動 

８日（水） 職員会議 ２０日（月） ベルマークの日 

１０日（金） 県教委訪問 ２２日（水） 6年合同学習（桂花小） 

１１日（土） 参観日（学習の発表・草炎太鼓） ２７日（月） 集金日 

１３日（月） 振替週休日 ２９日（水） 職員会議 5年合同学習（秋小） 

１４日（火） 
読み聞かせ  

特別支援ふれあい交流会 
３０日（木） 

花作りボランティア学習 校内綱

紀保持委員会 塩田小交流 

 

１１月行事予定 

  

 

  


